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表  群と 群の投網および友釣りによる捕獲個体数

群 群

投網  

友釣り  


※ 友釣り個体数には一般の遊漁者のデータを含む



表  群と 群の投網および友釣りによる捕獲された個体の冷水病の症状の有無

群 群

冷水病症状有り  

冷水病症状無し  




考考考考    察察察察    

海産系では継代を重ねると定着率が下がることにより，種苗性が低下すると判断された。また， 群のほうが

 群よりも大型であったことを考慮すると， 群では小型魚が死亡もしくは調査区間よりも下流に移動した可能

性が示唆された。当所では  年春に駿河湾で捕獲された天然アユを種苗として導入しており， 年も同様の

試験を実施することにより，群と 群で種苗性を比較検討したい。毎年，このような放流および捕獲調査を行

うことにより，何代目から種苗性の低下がみられる，といった種苗の切り替え時期を明らかにしたい。



要要要要    約約約約    

1．山梨県水産技術センター本所で5世代（以下F5群）および9世代継代飼育（以下F9群）された駿河湾産養殖ア

ユについて，同数を放流した河川で投網および友釣りによる捕獲実験を行い，種苗特性評価を行った。 

2．F5群が占めた比率は，投網による捕獲で64%であり，放流後の定着率はF5群のほうが有意に高かった。 

3．一方，友釣りによる捕獲ではF5群が占めた比率は59%であり，投網と同程度の比率であった。 

4．以上の結果から，海産系では継代を重ねると定着率が下がることにより，種苗性が低下すると結論づけられた。 

5．毎年，このような実験を継続して行い，種苗性をモニタリングしながら，種苗の切り替え時期を明らかにしたい。 



文文文文    献献献献
三浦正之・坪井潤一・岡崎 巧・芦澤晃彦（）同一環境で継代飼育された 系統のアユの種苗特性につ

いて．山梨県水産技術センター事業報告書




ビニルビニルビニルビニルひもひもひもひも張張張張りによるりによるりによるりによるカワウカワウカワウカワウ集団繁殖地除去技術集団繁殖地除去技術集団繁殖地除去技術集団繁殖地除去技術のののの有効性有効性有効性有効性についてについてについてについて    



芦澤晃彦・坪井潤一                   



日本のカワウ 個体数は年代には羽以下にまで減少したが，年代後半には増

加に転じた。近年の報告では関東地域だけでも約羽が生息しているとされている。個体数の増加に伴

いカワウによる被害が顕在化しており，魚類捕食による水産被害や排泄物による公園や森林の樹木枯死，それ

に伴う景観の悪化など，人との間に軋轢を生じさせている。食害を受けている魚種ではアユ 

が最も多く，食害の発生時期はアユの放流時期である月から月に顕著である。月から月はカワウの繁

殖期に含まれることが多く，繁殖期には産卵や雛を育てるために捕食量が増加することが知られている。そ

のため，繁殖を抑制し捕食量を減らすことは，食害軽減に効果的であることが確認されている。そこでカワ

ウの食害軽減対策として，集団繁殖地（以下，コロニー）の数を限定しながら，既存のコロニーで繁殖抑制を

行っていくことが望ましい。

しかし近年，関東におけるカワウのねぐらは増加傾向にあり，コロニーも同様の傾向がみられる。ヨーロ

ッパでの研究事例では，新しく形成されたコロニーは生息密度が低く，餌資源を多く利用できるため，増加率

が高いことが知られている。また，カワウのコロニーの数が増えると，個体数の把握など実態把握すら困難

になり，被害が拡大するおそれがある。そこで，新しく形成されたコロニーを除去する対策として，生分解性

のビニルひもを営巣木に張る手法を開発し，その効果検証を行った。



材料及材料及材料及材料及びびびび方法方法方法方法 

山梨県内のコロニーは笛吹川の河畔林にある下曽根コロニー（甲府市下曽根町）のみである。下曽根コロニ

ーでは年から毎年繁殖が行われるようになり，繁殖開始の翌年からは繁殖抑制が行われている。

年以降，月から月の繁殖期に既存の下曽根コロニー以外の場所で営巣が確認された場合に，営巣木に

ビニルひもを張る対策を行った。ビニルひもは，環境に配慮し，生分解性のもの（竹谷商事）を使用した。ビ

ニルひも張りにはリール付きの釣り竿を用いた。ビニルひも張りの作業は図の手順で行った。完成間近の巣

があった場合には，巣にめがけてビニルひもを張った。後日，ビニルひも張りを行った木の営巣状況について

観察を行った。
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結果結果結果結果及及及及びびびび考察考察考察考察 

年以降，山梨県内に新しく形成された箇所のコロニー（図）において，発見後，速やかにビニルひも

張りを行った（表）。その結果，後日の観察ですべてのカワウが営巣を放棄したことが確認された。一方，同

所的にアオサギの営巣がみられることもあったが，ビニルひも張り後の観察で放棄された巣は確認されなかっ

た（図）。この結果から，ビニルひも張りはカワウの繁殖を阻止するがアオサギの繁殖行動には影響がないこ

とがわかった。また， 本の木に少数のビニルひもを張るだけで効果がみられたことから，ビニルひも張りの

効果は物理的な要因だけによるものではないと考えられた。ビニルひもは木に張ると，風になびき，「ビリビ

リ」と音を発する。カワウは，風になびいたビニルひもが発する音に反応し，忌避行動を示す可能性があると

考えられた。しかし，ビニルひも張りは従来行われてきたロケット花火や銃器を用いたコロニー除去とは違い，

ひもを張った木のみで効果があり，撹乱の影響が少ないため，既存のコロニー内の拡散防止にも有効な手法で

ある。

新しいコロニーでビニルひも張りを行った後，移動したカワウが他の場所に新しいコロニーを形成する可能

性がある。そこでビニルひも張りを行った後，新しいコロニーにいたカワウがどこに移動したか，追跡調査を

行う必要がある。また，ビニルひも張りは，従来行われている追い払い対策と同じように慣れてしまう可能性

がある。そのため，予防的な対策実施は控え，営巣行動を確認後，速やかに実施したり，最初はビニルひもの

本数を少なくし，徐々に本数を増やして刺激を強くしていくことが効果的である。なお，ひも張り後に羽の

カワウが確認された河口湖においては，コロニー直下でテント泊をし，夕方および早朝の追い払いをした結果，
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結果結果結果結果及及及及びびびび考察考察考察考察 
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た（図）。この結果から，ビニルひも張りはカワウの繁殖を阻止するがアオサギの繁殖行動には影響がないこ

とがわかった。また， 本の木に少数のビニルひもを張るだけで効果がみられたことから，ビニルひも張りの

効果は物理的な要因だけによるものではないと考えられた。ビニルひもは木に張ると，風になびき，「ビリビ

リ」と音を発する。カワウは，風になびいたビニルひもが発する音に反応し，忌避行動を示す可能性があると

考えられた。しかし，ビニルひも張りは従来行われてきたロケット花火や銃器を用いたコロニー除去とは違い，

ひもを張った木のみで効果があり，撹乱の影響が少ないため，既存のコロニー内の拡散防止にも有効な手法で

ある。

新しいコロニーでビニルひも張りを行った後，移動したカワウが他の場所に新しいコロニーを形成する可能

性がある。そこでビニルひも張りを行った後，新しいコロニーにいたカワウがどこに移動したか，追跡調査を

行う必要がある。また，ビニルひも張りは，従来行われている追い払い対策と同じように慣れてしまう可能性

がある。そのため，予防的な対策実施は控え，営巣行動を確認後，速やかに実施したり，最初はビニルひもの

本数を少なくし，徐々に本数を増やして刺激を強くしていくことが効果的である。なお，ひも張り後に羽の

カワウが確認された河口湖においては，コロニー直下でテント泊をし，夕方および早朝の追い払いをした結果，

カワウは全く確認されなくなった。

山梨県では今後もカワウによる食害軽減のため，下曽根コロニーで繁殖抑制を継続して実施し，他の場所で

営巣行動がみられた場合には速やかに営巣木にビニルひもを張り，コロニーを下曽根箇所にとどめ，カワウ

個体群を管理していくことが望ましい。





















:中丸溜池
:塚川溜池
:信玄堤
:甲府南インター

:桃林橋
:下曽根コロニー上流端

:河口湖
:大野貯水池

下曽根コロニー

繁殖を阻止したコロニー



図 山梨県内におけるビニルひも張り実施場所
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表 ビニルひも張り記録

年月日 コロニー 詳細な位置 実施前羽数 実施前営巣数 実施後羽数 実施後営巣数

年月日 甲府南インター    
年月日 中丸ため池    

年月日 甲府南インター    
年月日 大野貯水池    
年月日 桃林橋 上流左岸    
年月日 河口湖 鵜の島東岸    
年月日 塚川ため池    

年月日 信玄堤    
年月日 塚川ため池    
年月日 下曽根 上流端    
年月日 大野貯水池    

年月日 下曽根 上流端    
年月日 甲府南インター     







図 ビニルひも張り実施後も営巣，育雛するアオサギ 
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図 ビニルひも張り実施後も営巣，育雛するアオサギ 

要要要要    約約約約
．ビニルひも張りによりカワウの繁殖を阻止できた。 

．同所的に営巣していたアオサギはビニルひも張り後も繁殖を継続することが明らかになった。 

．ビニルひも張り後に新しいコロニーにいたカワウがどこに移動したか，追跡調査を行う必要がある。 

．ビニルひも張りは従来の追い払い対策と同じように，慣れてしまう可能性があるため，実施する際にはカ

ワウに慣れされない工夫をする必要がある。 
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